
 

 

  

高知県産学官民連携センター 

  「ココプラ」開設 
 

高知県では、県内の高等教育機関の知見や学

生の活力を活かし、産学官民が行う産業振興や地

域の課題解決に向けた様々な取組を推進するた

め、「高知県産学官民連携センター（愛称）ココプ

ラ」が、平成２７年４月に開設されます。 

このセンターでは、「知の拠点」「交流の拠点」「人

材育成の拠点」を３つの基本機能となり、産学官民

連携に関する相談窓口の設置や交流機会の創

出、人材育成研修などの取組が推進されることに

なります。 

開設と合わせ、以下のプログラムが４月１５日

（水）に開催されることになります。 

 

○産学官民連携センター開所式 

１１：００～１１：１５ 

○産学官民情報共有ネットワーク会議 

１１：３０～１３：００ 

○土佐MBAガイダンス・イントロダクション 

１４：００～ 

場所：高知市永国寺町6-28 永国寺キャンパス 
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域学連携推進部門 

Topic 1. 平成２６年度 土佐 FBC 修了式・成果発表会 

高知大学と四国銀行は、地域の発展と産業の振興に寄与するため、相互に連携協力を行うことを目的

に、平成１７年に連携協定を締結しています。連携協定に基づき、定期的に四国銀行との連携会議を開

催しており、平成２７年３月１８日（水）、四国銀行本店にて、連携会議を開催いたしました。 

高知大学から受田地域連携推進センター長はじめ１２名、四国銀行からはお客様サポート部の伊藤部

長はじめ１２名が出席し、四国銀行に新たに設置される地方創生デスクとの連携を中心とした県内市町

村等の地方創生への貢献に対する連携策について話し合われました。 

Topic 2. 四国銀行・高知大学 連携会議 

 高知県の食品産業人材育成のため、平成２０年度から実施している土佐フードビジネスクリエーター

人材創出（土佐FBC）は、平成２６年３月１９日（木）に修了式を行い、第７期生として今年度３８名の修

了生が生まれました。これまでの土佐FBC本校の修了生に加え、幡多地域および東部地域における

学外教室も含めると、県内で修了生が活躍する地域が更に拡大しております。 

 修了式後、同会場にて成果発表会を開催し、４名の修了生の発表に加え、日本貿易振興機構

（JETRO） 高知貿易情報センターの山口所長による基調講演「食品のグローバル展開を目指して」な

ど、盛大な発表会となりました。 

 現在、土佐FBCは平成２７年度の第８期生を募集しており、食品の基礎から専門的な知識・技術の

習得を目指す多くの皆様の受講をお待ちしております。 

 詳しい募集要項についてはこちら↓から 

 （http://www.ckkc.kochi-u.ac.jp/~ckkc0001/tosafbc/） 

学長告辞 集合写真 

Topic 3. 日本版 CCRC の検討 
現在、「まち・ひと・しごと創生本部」において、日本版CCRC（Continuing Care Retirement Community）

が検討されており、その有識者として本学の受田センター長が招聘されています。希望する高齢者が健

康時から移住し、自立した社会生活を継続的に営める日本版CCRCの導入に向けて検討が進められてい

るところです。米国が発祥とされ、既に全米で２０００カ所近く設立されています。従来型の高齢者住宅と

異なり、楽しむため、生きがいを見つけるために健康なうちから入居し、同じ仲間とのコミュニケーションや

生涯学習等による知的刺激を受け、また地域の社会活動にも参画することで地域の担い手としての役割

を持つことも期待するものです。米国によるパイロットスタディでは、心身の健康レベルの向上や認知機

能の改善などの効果が報告されています。現在までに２回の会議が開催されています（第１回会議、第２

回会議）。 

また、三菱総合研究所では日本版CCRC検討会議が立ちあげられ、そのキックオフセミナーに域学連

携推進部門長の吉用特任講師が話題提供しました（３月２４日会議）。 

http://www.ckkc.kochi-u.ac.jp/~ckkc0001/tosafbc/
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/ccrc/dai1/gijisidai.html
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/ccrc/dai2/gijisidai.html
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/ccrc/dai2/gijisidai.html
http://platinum.mri.co.jp/seminar/subcommittee-meeting/spc-ccrc-20150324
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産学官民連携推進部門 

Topic 1. 機能性表示食品の届出等に関するガイドライン構成(案)が 

公表されました 

平成 26 年３月 20 日に消費者庁より「機能性表示食品の届出等に関するガイドライン構成（案）」が公表さ

れました。地域連携推進センターとしては、このガイドラインを有効に活用し、高知県内の関係機関と協力し

て、本県において生産されている食品の差別化を図るとともに、新商品の開発等にも力を入れたいと考えて

います。  「消費者庁ＵＲＬ：http://www.caa.go.jp/foods/index18.html」 

 

http://www.caa.go.jp/foods/index18.html
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知的財産部門 

Topic 1. 四国産学官連携イノベーション共同推進機構 
アメリカ コーネル大学、コロラド州立大学視察 

 アメリカの地方大学における「大学科学技術の商業化手法」を学ぶため、2 月 10、11 日は、大寒波に襲

われ連日マイナス１０℃を下回るニューヨーク州イサカにあるコーネル大学を、2 月 13、14 日は、標高

1600ｍの高原で乾燥気候のコロラド州フォートコリンズにあるコロラド州立大学を訪問しました。具体的に

は、以下のインキュベーション施設や技術移転機関の見学及び意見交換を行い、技術の商業化に向けた

POC プログラムや起業支援プログラムなど貴重な知見を得ることができました。今後、四国産学官連携イ

ノベーション共同推進機構として、得られた知見の具現化を検討していきます。 

 

○コーネル大学 

・McGovern Center  

  ライフサイエンス分野の研究開発を行うスタートアップを対象としたインキュベーション施設 

・Rev Ithaca Start Up Works  

  イサカの３大学が共同で設立した、すべての分野のスタートアップを対象とするインキュベーション施設 

・Center for Technology Licensing  

  コーネル大学の技術移転機関 

 

○コロラド州立大学 

・Research Innovation Center 

  伝染病の治療や診断のための商品開発を行うスタートアップを対象としたインキュベーション施設 

・Rocky Mountain Innosphere 

  投資家からの資金の調達、商品の開発の手伝い、人材雇用の支援等を行うスタートアップの支援組織 

・CSUVENTURES 

  コロラド州立大学の技術移転機関 

McGovern Center 訪問 CSUVENTURES 訪問 


